
Ⅺ．重要な債務負担行為
１．工事請負契約等 （単位：円）

件名 契約金額 うち翌期以降
支払額 備考

SpringerHybrid電子ジャーナル及びオープンアクセス
出版サービスの利用 一式

70742619 70742619

ScienceDirectＲ（電子ジャーナル）の利用 一式 112200175 112200175

CAS SciFinder Discovery Platform for Academicsによ
る情報検索サービスの利用 一式

63659232 63659232

熊本大学病院受付・クラーク業務 一式 335372400 335372400

熊本大学病院医事業務 一式 326634000 326634000

熊本大学病院中央手術部環境整備等業務 一式 136772790 136772790

熊本大学病院洗浄滅菌等業務 一式 168036000 168036000

熊本大学病院物流・医療材料管理等及び中央手術部周辺
補助業務 一式

117084000 117084000

熊本大学病院建物の清掃請負業務 一式 168861000 168861000

クリーンルームシステム 一式 159500000 159500000

SPECTCT装置「Symbia Intevo Bold」保守点検業
務 一式

75075000 75075000

Ｘ線循環器診断システム等保守点検業務 一式 72692400 72692400

熊本大学（本荘北他）設備等保全業務 451440000 451440000
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Ⅹ．収益認識に関する注記
当法人は、以下に記載する内容を除き、会計基準第77における収益に重要性が乏しいため、注記
を省略しております。
 収益の分解情報
当法人は教育・研究・診療業務及びその他の事業を実施しており、基準第77を適用する取引
に係るサービス等の種類と収益の額は、附属病院の診療による附属病院収益38371245573円
であります。
 収益を理解するための基礎となる情報
「重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「収益及び費用の計上基準」に記載のとおり
であります。

Ⅶ．賃貸等不動産の時価等
当法人は、熊本県熊本市において、賃貸等不動産を保有しておりますが、賃貸等不動産の総額
に重要性が乏しいため、注記を省略しております。

Ⅷ．資産除去債務関係
１．資産除去債務の概要
石綿障害予防規則等の規定に基づく建物のアスベスト除去義務、特定製品に係るフロン類の回
収及び破壊の実施の確保等に関する法律に基づくフロン除去義務及び、放射性同位元素等による
放射線障害の防止に関する法律の規定に基づく放射性同位元素等を使用している建物の放射線の
除去義務であります。
２．資産除去債務の金額の算定方法

使用見込期間を取得から12年～48年と見積り、割引率は、008％～230％を使用して資産除去
債務の金額を計算しております。
３．当事業年度における当該資産除去債務の総額の増減
期首残高 40073698円
有形固定資産の取得に伴う増加額 528217円
時の経過による調整額 434618円
資産除去債務の履行による減少額 円
その他の増減額（は減少） 円

                       
期末残高 41036533円

                       
Ⅸ．退職給付関係
１．採用している退職給付制度の概要
当法人は、職員の退職給付に充てるため、非積立型の確定給付制度及び国家公務員共済組合法
の退職等年金給付制度を採用しております。退職一時金制度（非積立型制度である。）では、退職
給付として、給与と勤務期間に基づいた一時金を支給しております。
２．確定給付制度
 退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表
期首における退職給付債務 1557692808円
勤務費用 143112555円
利息費用 34269249円
数理計算上の差異の当期発生額 269180667円
退職給付の支払額 48043958円

       

期末における退職給付債務 1417849987円

       
 退職給付債務及び年金資産と貸借対照表に計上された退職給付引当金及び前払年金費用の調
整表
非積立型制度の未積立退職給付債務 1417849987円

       

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 1417849987円

       

退職給付引当金 1417849987円

       

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 1417849987円

       

 退職給付に関連する損益
勤務費用 143112555円
利息費用 34269249円
数理計算上の差異の当期の費用処理額 269180667円

       

合計 91798863円

       

 数理計算上の計算基礎に関する事項
期末における主要な数理計算上の計算基礎（加重平均で表している。）
割引率 33％

３．退職等年金給付制度
当法人の退職等年金給付制度への要拠出額は、140808053円であります。
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